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妊婦COVID-19
レジストリ

May 28, 2022

山田 秀人

手稲渓仁会病院 不育症・ゲノム医療センター長
日本産婦人科感染症学会理事長

学術フォーラム コロナ禍を共に生きる#7
新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の克服に向けたレジストリ研究
の現状と今後の方向性：医療情報の収集と活用による対策について

目的： 妊婦の新型コロナウイルス感染の実態を明らかにして、妊娠中

の感染、重症化、母子感染の予防と対策に役立てる。

方法： 厚労研究班および日産婦学会の事業として、 2020年1月以降
の感染妊婦のレジストリ（登録）。重症化リスク因子、妊娠への影響、
母子感染の頻度、出生児の予後を調査し解析する。

令和2年度厚生労働科学特別研究事業
「新型コロナウイルス感染症流行下における、 妊婦に対する適切

な支援提供体制構築のための研究」
代表者: 山田秀人 分担者： 齋藤滋、早川智、宮城悦子、森岡一朗、高田昌代

令和2-4年度日本産科婦人科学会周産期委員会
「周産期における感染に関する小委員会」

委員長： 山田秀人 委員: 齋藤滋、早川智、宮城悦子、川名敬、森岡一朗、
池ノ上学、小谷友美、出口雅士、長谷川潤一

COVID-19妊婦レジストリ
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本研究では全国多施設研究として、妊娠中に新型コロナウイルスに感染した妊婦さんの情報を収集し、解析を行います。
妊娠に関わる新型コロナウイルス感染の実態を明らかにし、妊娠中の感染と母子感染の予防のための対策を講じることを目的とします。

新着情報
! 一覧を見る

2022.2.1

COVID-19妊婦レジストリの解析結果（2021年10月31日迄の登録症例）を公開しました

2022.1.13

妊婦の新型コロナウイルスワクチン接種に関するWEB アンケート調査結果を公開しました

2021.12.20

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)への対応(第 6 版) ~周産期医療を中心に~（医療者向けガイド）が公
開されました

2021.10.6

新型コロナウイルスワクチンに対する妊婦アンケートを開始しました 
【アンケートは終了しました。ご協力ありがとうございました。】

2021.8.14

新型コロナウイルス(メッセンジャーRNA)ワクチンについて（第2報）を公開しました

2021.7.15

女性のみなさまへ　新型コロナウイルスワクチン (mRNA ワクチン) Q & A を公開しました

2021.6.17

新型コロナウイルス(メッセンジャーRNA)ワクチンについて （6月17日）→ 8月14日第2報に更新

2021.5.15

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関連する母子保健領域の研究報告シンポジウムが開催されまし
た。

→ シンポジウムで報告した本研究班の研究成果をダウンロード （5.6MB）

2021.5.12

COVID-19 ワクチン接種を考慮する妊婦さんならびに妊娠を希望する方へを更新しました（第2版）

この二学会共同の声明は、三学会共同の声明

「新型コロナウイルス(メッセンジャーRNA)ワクチンについて 」（6月17日）

として内容を更新しました 。

2021.4.20

妊娠中ならびに妊娠を希望される方への案内を更新しました（第13版）

2021.4.5

「妊婦さんとお母さんのための新型コロナウイルス感染症予防のためのQ＆A」を公開しました

2020.09.01

新型コロナウイルス感染妊婦レジストリ登録を開始します

2020.07.30

ホームページを開設しました

妊婦さんが新型コロナウイルスワクチン接種に対
してどのような期待や不安を持っているか、また
、既に接種した妊婦さんについては、接種後の副
反応やそのほかの産婦人科的な症状がなかったか
どうか、おうかがいします

神戸大学医学部産科婦人科学教室
〒650-0017 神戸市中央区楠町７丁目5番1号
Tel. 078-382-5111 (代表）

一般の方

"  詳しい案内 

産科医療関係者の方

"  詳しい案内 
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本研究では全国多施設研究として、妊娠中に新型コロナウイルスに感染した妊婦さんの臨床情報を収集し、解析を行います。
我が国における妊娠中の新型コロナウイルス感染の頻度と重症化の要因、先天性感染の頻度と重症度など、妊娠に関わる新型コロナウイルス感染の実態を明らかにし、
妊婦感染と母子感染の予防のための対策を講じること、ならびに周産期管理指針を作成することを目的とします。

!  新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への対応について 医療者向けガイドライン(pdf) "
!  新型コロナウイルス感染症に対する新生児の対応について（日本新生児成育医学会） 

新着情報
# 一覧を見る

2022.2.1

COVID-19妊婦レジストリの解析結果（2021年10月31日迄の登録症例）を公開しました

2022.1.13

妊婦の新型コロナウイルスワクチン接種に関するWEB アンケート調査結果を公開しました

2021.12.20

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)への対応(第 6 版) ~周産期医療を中心に~（医療者向けガイド）が公
開されました

　

2021.8.14

新型コロナウイルス(メッセンジャーRNA)ワクチンについて（第2報）を公開しました

2021.7.15

女性のみなさまへ　新型コロナウイルスワクチン (mRNA ワクチン) Q & A を公開しました

2021.6.17

新型コロナウイルス(メッセンジャーRNA)ワクチンについて （6月17日）→ 8月14日第2報に更新

2021.5.15

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に関連する母子保健領域の研究報告シンポジウムが開催されまし
た。

→ シンポジウムで報告した本研究班の研究成果をダウンロード （5.6MB）

2021.5.12

COVID-19 ワクチン接種を考慮する妊婦さんならびに妊娠を希望する方へを更新しました（第2版）

この二学会共同の声明は、三学会共同の声明

「新型コロナウイルス(メッセンジャーRNA)ワクチンについて 」（6月17日）

として内容を更新しました 。

2020.4.20

妊娠中ならびに妊娠を希望される方への案内を更新しました（第13版）

2021.4.5

「妊婦さんとお母さんのための新型コロナウイルス感染症予防のためのQ＆A」を公開しました

2020.09.01

新型コロナウイルス感染妊婦レジストリ登録を開始します《詳細はこちら》

2020.07.30

ホームページを開設しました

各種ダウンロード

■ 感染妊婦レジストリ
$ 本研究計画書 "
$ 倫理委員会承認通知 "
$ 症例登録票 "
$ オプトアウト申請文書sample "
$ オプトアウト公開文書sample "

■ 産婦人科医師の意識と行動に関する大
規模調査【調査は終了しました】

神戸大学医学部産科婦人科学教室
〒650-0017 神戸市中央区楠町７丁目5番1号
Tel. 078-382-5111 (代表）

産科医療関係者の方
感染妊婦レジストリ登録のお願いと各種資料のダウンロード

$  詳しい案内 

関係情報
新型コロナウイルス感染症情報

$  詳しい案内 

HOME 患者レジストリ 研究の紹介 研究班構成員 研究報告 関係情報
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妊婦感染と母子感染の予防のための対策
妊婦感染と母子感染の予防のための対策

妊婦感染と母子感染の予防のための対策

新型コロナウイルス感染妊婦の実態把握のための多施設共同レジストリ研究

新型コロナウイルス感染妊婦の実態把握のための多施設共同レジストリ研究

新型コロナウイルス感染妊婦の実態把握のための多施設共同レジストリ研究

新型コロナウィルス
患者レジストリ 研究の紹介 研究班構成員 研究報告 関係情報

妊婦の新型コロナウイルスワクチン接種に関するWEBアンケート調査

アンケートへの参加はどちらからでも可能です

アンケートへのご協⼒をよろしくお願いします
⽇本産科婦⼈科学会

⽇本産婦⼈科感染症学会

妊娠されている⽅が新型コロナウイルスワクチン接種に対してどのよ
うな期待や不安をお持ちなのか、すでにワクチンを接種した妊婦さん
では副反応や産婦⼈科的な症状がなかったかなどを調べるためにこの
アンケート調査を⾏っています。

Babyプラス

アンケート「応募はこちら」か
らご参加ください

キャンペーン

下のQRコードから直接
アンケートサイトにお
越しください

調査期間： 2021年10月5日〜11月22日
手法：

Babyプラスアプリを用いたWebアンケート
対象： 調査期間中に妊娠中の女性

参加者 6,576人
ワクチン1回以上接種 5,397人（82.1%)
ワクチン2回接種済み 4,840人（73.6%)
未接種 1,179人（17.9%)

日本大学 相澤志保子、早川 智
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結果のまとめ

• 20歳以下に比べて、年齢が高い妊婦で接種率が高かった。

• 専業主婦に比べて、公務員や医療関係者で接種率が高く、
自営業では低かった。

• 妊娠初期に比べて、中期と後期のワクチン接種率が高かった。

• 副反応の出現は、同年代の非妊娠女性とほぼ同等であった。

• ワクチン接種後 3％弱の妊婦に腹緊（お腹の張り）が見られた。

• しかし、出血、胎動減少、浮腫、血圧上昇、破水のような重篤
な症状出現は、1％以下であった。

2020年9月から、全国の総合・地域周産期母子
医療センター407施設に、さらに学会HPや学会誌
を通じて、症例の問合せと登録を依頼した。

2022年5月5日までに90施設でオプトアウトないし
倫理申請を完了。66施設から感染妊婦967人を
登録、解析した。

COVID-19妊婦レジストリの解析結果
2022年5月24日現在
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登録患者の概要
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COVID-19妊婦における
産科異常の発生
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妊娠22週以降分娩の
出生児405人の情報
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中等症 II 〜重症に
関連する因子
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感染妊婦レジストリ解析のまとめ
5月5日までに登録された感染妊婦 967人を解析した。
軽症73％、中等症 I 13％、中等症 II 12％、重症1.3％。
第5波で中等症II ・ 重症が多かった。

治療は、主に抗凝固、レムデシビルや中和抗体、重症にはステロイド

36週未満での感染では軽快後の分娩を待機し、36週以降の感染
は、施設の状況で分娩法を選択。新生児感染は2人

感染後2週間以内の出生では、母児分離と人工乳栄養が多い

中等症II ・ 重症では、診断後の切迫早産と早産が多い

31歳以上、 BMI 25以上、妊娠21週以降の感染は重症化リスク
呼吸器疾患など併存疾患は重症化リスク

ワクチン接種歴が明らかな感染妊婦 664人のうち、85％が未接種。
中等症II ・ 重症81人の100％が未接種であった。

2022年5月24日


